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研究要旨 頚部脊髄症術前後の 10 秒テスト/JOA スコア/JOACMEQ の経時的変化 

を頚椎症性脊髄症(CSM)と頚椎後縦靭帯骨化症(OPLL)の疾患別に前向きに比較 

検討した。 

本検討の結果、術後 12 ヵ月と短期成績かつ K-line(+)の症例での検討であるが、 

OPLL は CSM 群と比較しほぼ同等の手術治療成績・機能回復予後を期待できる 

ことが明らかになった。 

 

Ａ． 研究目的 

頚部脊髄症術前後の 10 秒テスト/JOA ス

コア/JOACMEQ の経時的変化を CSM と OPLL

の疾患別に前向きに比較検討した。 

Ｂ．研究方法 

頚部脊髄症に対し頚椎椎弓形成術を施行

した連続 100 例のうち、術前から術後 12 ヵ

月の期間でJOACMEQ聴取可能であった55例、

平均年齢 63.6 歳を対象とし、頚椎症性脊髄

症(CSM 群)34 例と頚椎後縦靭帯骨化症

(OPLL 群)21 例に分類した。臨床評価項目は

10 秒テスト・JOA スコア(17 点満点)、上肢

JOA ス コ ア (6 点 満 点 ) 、 JOACMEQ ，

JOACMEQ-VAS(頚部痛・胸部痛・手のしびれ・

足のしびれ)を術前・術後 1 ヵ月(POM1)・3

ヵ月(POM3)・6 ヵ月(POM6)・12 ヵ月(POM12)

で調査し、各々の経時的変化を比較検討し

た。 

（倫理面での配慮） 

国立大阪南医療センターの倫理委員会の

承認を得た。 

Ｃ．研究結果 

術前の両群患者背景に有意差を認めなか

った。OPLL 群の平均最大骨化占拠率は 39%， 

K-line(-)の症例は認めなかった。JOA スコ

ア・上肢 JOA スコア・10 秒テストは両群と

もに術後 1 週で有意な改善を認め、両群間

に有意差を認めなかった。JOACMEQ 獲得点

数に関して、OPLL 群では、頚椎機能・上肢

機能・膀胱機能は POM3 で，QOL は POM1 で、

下肢機能は POM12 でピーク値を示しすべて

の項目で POM12 まで比較的維持された。CSM

群では、上肢機能・下肢機能・膀胱機能・

QOL は POM1 でピーク値を示し緩徐に低下す

る傾向を認め、頚椎機能は POM12 でピーク

値を示し OPLL 群と有意差を認めなかった。

上肢機能は POM3 で CSM 群が OPLL 群に比し

て有意に低値であった。VAS に関して、4項

目すべて両群ともに POM1 で大きく改善し

POM6 まで改善する傾向を認め、両群間に有

意差を認めなかった。 

 



Ｄ．考察 

OPLL の手術成績は CSM と比較すると劣っ

ているとの報告が散見される。本研究にお

いてJOAスコアと10秒テストでは両群間に

有意差を認めなかった。JOACMEQ では、CSM

群の上肢機能・下肢機能・膀胱機能・QOL

は POM1 でピーク値を示した後に緩徐に低

下する傾向を認めたのに対して、OPLL 群は

5 項目すべての機能回復予後が安定してい

た。 

 

Ｅ．結論 

今回の検討は、術後 12 ヵ月と短期成績か

つ K-line(+)の症例での検討であるが、OPLL

は CSM 群と比較しほぼ同等の手術治療成

績・機能回復予後を期待できることが示さ

れた。 
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